
「かわいいネズミたちの土俵入り」
12月5日に開かれた江刺家保育園の「わくわく
ドキドキ発表会」。ステージでは長者の家のぶく
ぶく太ったデブネズミと貧乏な家に住み着いてい
るヤセネズミの取組が始まろうとしています。優
しいおじいさんからたくさんのおもちをもらった
ヤセネズミ。さあ、軍配はどちらに上がったので
しょうか。（5歳児による舞踊劇「ねずみのすもう」）

謹賀新年〈年頭のあいさつ〉…2～３
岩部茂村長・古舘巖村議会議長・千葉利夫村教育長

●村県民税が減額に、対象者は申告を…4　●歳末チャリティー…6
●全国児童画コンで奨励賞…8　●高校生による村地域読書会…10

平成20年１月
号№５９８
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平
成
20
年
の
初
頭
に
あ
た
り
、 

謹
ん
で

新
年
の
ご
挨あ
い
さ
つ拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
ご
ろ
村
民
の
皆
様
方
か
ら
、
村
政
に

対
す
る
ご
支
援
と
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

◇
水
稲
作
況 
93

　

昨
年
の
農
業
生
産
は
、
生
産
者
の
懸
命

な
努
力
に
よ
っ
て
、
品
目
別
で
、
ピ
ー
マ

ン
が
前
年
に
続
き
1
億
円
を
突
破
、
リ

ン
ド
ウ
（
花
き
）
に
お
き
ま
し
て
も

1
億
9
千
万
円
を
超
え
、
過
去
最
高
の

2
億
円
に
近
い
販
売
額
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
7
月
の
低
温
が
影
響
し

米
の
作
況
指
数
が
「
93
」
の
「
不
良
」
と

な
り
、
も
み
数
が
少
な
く
価
格
も
安
く
米

生
産
農
家
に
と
っ
て
は
厳
し
い
年
だ
っ
た

と
推
察
し
て
お
り
ま
す
。

◇
豪
雨
災
害
復
旧

　

一
方
、
平
成
18
年
10
月
6
〜
8
日
の
低

気
圧
に
よ
る
豪
雨
に
よ
っ
て
大
災
害
が
発

生
し
、
6
億
円
を
超
え
る
被
害
額
と
な
り

ま
し
た
が
、
平
成
19
年
の
作
付
け
に
支
障

の
出
な
い
よ
う
に
、
特
に
農
地 ･

農
業
施

設
の
早
期
復
旧
に
努
め
、
河
川
災
害
を
含

め
全
て
の
復
旧
工
事
が
19
年
度
完
了
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

  

村
の
基
幹
産
業
は
農
林
業
で
あ
り
、
岩
手

県
北
に
お
け
る
交
通
の
要
衝
の
地
で
あ
る

地
理
的
条
件
を
活
用
し
、
豊
か
な
自
然
環

境
と
共
生
し
な
が
ら
、
基
幹
産
業
の
振
興

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
第
2
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

一
昨
年
の
8
月
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

通
用
道
路
工
事
に
着
手
以
来
、
昨
年
は
舗

装
工
事
・
法
面
工
事
を
施
工
し
、
工
事
は

全
て
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

  

「
80
㌧
の
焼
却
施
設
」
と
「
13
㌧
の
溶
融

施
設
」
の
建
設
は
、「
い
わ
て
県
北
ク
リ
ー

ン
株
式
会
社
が
施
工
す
る
こ
と
と
な
り
、

昨
年
10
月
「
施
設
建
築
工
事
安
全
祈
願
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
4
月
稼
働
を
目
指
し
、
約
7

㌶
の
敷
地
造
成
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
今

年
は
建
物
建
設
と
施
設
設
備
整
備
に
着
手

し
ま
す
。

　

稼
働
し
ま
す
と
、
運
転
員
26
名
が
配
置

さ
れ
る
計
画
で
す
。

　
併
せ
て
、
第
2
期
事
業
と
し
て
、「
岩
手

県
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
」に
基
づ
き
、「
焼

却
・
溶
融
炉
施
設
の
整
備
交
付
金
」
事
業

と
し
て
、平
成
29
年
度
ま
で
に「
二
戸
広
域
」

と
「
久
慈
広
域
」
の
一
般
廃
棄
物
を
処
理

す
る
新
た
な
処
理
場
を
九
戸
村
に
整
備
す

宇
堂
口
小
と
戸
田
小
を
統
合

2008年新春

年頭のごあいさつ

九戸村長
岩部　　茂

る
こ
と
が
両
広
域
で
確
認
合
意
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

◇
学
校
統
合

　

宇
堂
口
小
学
校
で
は
、
平
成
18
・
19
年

度
の
入
学
生
が
な
く
19
年
度
に
は
2
学
級

編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

完
全
複
式
、
あ
る
い
は
2
学
級
に
な
る

と
教
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
も
問
題
が
生

ず
る
こ
と
と
、
宇
堂
口
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
早

期
統
合
を
求
め
て
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、

今
年
の
4
月
か
ら
戸
田
小
学
校
と
統
合
す

る
こ
と
で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

他
の
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
施

設
整
備
（
九
戸
村
公
立
小
中
学
校
・
耐
震

化
率
は
県
下
第
1
位
）
は
他
市
町
村
に
比

べ
遜
そ
ん
し
ょ
く
色
な
く
、
拙せ
っ
そ
く速
な
統
合
は
避
け
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
財
政
規
律
の
厳
守

　

国
の
歳
出
削
減
に
よ
り
、
厳
し
い
行
財

政
環
境
が
続
く
中
、
財
政
規
律
を
守
り
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
工

夫
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
推
進
と
村
民
と
の
協
働

の
推
進
に
よ
り
健
全
な
財
政
運
営
を
確
保

し
、
い
つ
で
も
村
民
の
声
が
届
く
身
近
な

行
政
実
現
の
た
め
に
、
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
決
意
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
。

謹賀新年



（ 3 ）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
春
を
迎
え
、
村
議
会
を
代
表
し
謹
ん
で
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
と
言
わ
れ
る

一
方
で
、
地
域
間
格
差
は
一
層
拡
大
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
依

然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

村
は
、
財
政
難
を
克
服
す
る
た
め
行
財
政
改

革
を
進
め
な
が
ら
、
村
民
の
ご
協
力
の
も
と
、

今
で
も
息
づ
い
て
い
る
「
結
い
」
の
精
神
に
よ

る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
考
え
で
、

施
策
展
開
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

地
域
住
民
と
行
政
が
確
か
な
信
頼
関
係
を
築

き
共
に
汗
を
流
し
、「
小
さ
な
地
域
に
き
め
細
か

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
村
の
文
化
財
「
黒
山
の
昔
穴
遺
跡
」
が

岩
手
県
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
本

村
の
県
指
定
第
１
号
と
な
り
誠
に
喜
ば
し
い

限
り
で
す
。

こ
の
遺
跡
は
、
防
御
性
高
地
集
落
と
呼
ば

れ
る
蝦
夷
の
拠
点
で
し
た
。
抗
争
に
備
え
た

竪
穴
住
居
跡
は
、
平
安
時
代
後
期
の
も
の
と

分
か
り
、
自
然
の
形
で
残
っ
て
お
り
、
歴
史

的
価
値
が
高
い
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
史
跡
の
活
用
は
、
住
民
参
加
型
の
教

育
環
境
を
創
り
、
文
化
財
愛
護
や
森
林
愛
護

の
場
と
し
て
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
の
に

有
益
で
す
。

九戸村議会議長
古舘　　巖

村
づ
く
り
は
、郷
土
愛
か
ら

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

　
ス
ク
ー
ル
」
を
目
指
す

九戸村教育委員会教育長

千葉　利夫

そ
こ
で
江
刺
家
小
学
校
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
）
を
導
入
し

て
学
校
・
児
童
・
保
護
者
・
地
域
の
協
働
で

「
黒
山
の
昔
穴
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
展
開
し
、

実
り
多
い
成
果
を
得
ま
し
た
。

今
後
も
保
護
者
や
地
域
と
共
に
協
働
す
る

学
校
経
営
の
推
進
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

を
全
小
中
学
校
で
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
教

員
の
意
識
が
変
わ
り
、
授
業
改
善
や
開
か
れ

た
学
校
」
へ
つ
な
が
り
「
学
校
経
営
の
方
針

が
理
解
さ
れ
応
援
体
制
が
整
っ
て
学
校
を
中

心
に
地
域
が
一
体
と
な
り
活
性
化
」
へ
、
終

局
的
に
学
力
向
上
を
は
じ
め
家
庭
や
地
域
の

教
育
力
の
向
上
、
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

な
サ
ー
ビ
ス
」
が
行
き
届
く
「
村
づ
く
り
」
は
、

小
さ
な
村
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
だ
ろ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

過
疎
化
・
高
齢
化
な
ど
諸
問
題
を
抱
え
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
村
に
誇
り
と
愛
情
を
も
ち
、
地
域
を
思
い
や

る
心
を
持
つ
人
た
ち
が
増
え
れ
ば
、
必
ず
や
知

恵
と
行
動
が
生
ま
れ
、「
明
る
い
豊
か
な
む
ら
づ

く
り
」
に
発
展
す
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

古
き
良
き
歴
史
の
も
つ
伝
統
や
文
化
を
継
承

し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
郷
土
「
九
戸
村
」
の
創

造
を
目
指
し
、
議
員
一
丸
と
な
り
議
会
の
役
割

を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
な

お
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　今年は子
ねどし
年。十二支の一番手です

が、なぜ一番なのでしょうか。これ
は昔、中国で時刻や方角を表すのに
用いた子（し）、丑（ちゅう）、寅（いん）
…の十二の方位に、それぞれ動物を
当てはめたことによるものです。
　ネズミは、齧

げっし
歯目（ネズミ目）ネ

ズミ科に属する哺
ほ
乳類。上下のあご

にそれぞれ一対の大きな門歯がある
のが特徴で、これは一生伸び続けま
す。子供の乳歯が抜けると「ネズミ
の歯にな～れ」などと、家の屋根の
上に向かって高く放り投げるのは、
ネズミのようなしっかりとした丈夫
な歯にあやかろうというものです。
　地球上に広く分布、生息するネズ
ミは、その種類も約1,800にも及
ぶと言われています。
　ことわざにも登場します。弱者で
も追い詰められると強い者に逆襲
するという意味の「窮

きゅうそ
鼠猫を噛

か
む」、

前ぶれの騒ぎばかりが大きくて、実
際の結果は極めて小さいことの例え
である「大山鳴動して鼠

ねずみ
一匹」な

どはよく知られます。「頭の黒い鼠」
とは、頭髪の黒い人間をネズミにな
ぞらえて物を盗む人のことです。「鼠
の嫁入り」は、あれこれと選んでみ
ても、結局は変わりばえしないとこ
ろに落ち着くというたとえです。
　数多く、農作物や食料を食い荒ら
すなど決して評判は良くないネズミ
ですが、それだけ人間にとって身近
な動物ということでしょう。ネズミ
をモチーフにした人気キャラクター
「ミッキーマウス」は世界中で親し
まれていますよね。
　「鼠がいなくなればその家に火災
がある」と言われるように、ネズミ
が逃げ出すような大きな災いが来な
いよう、今年も祈りたいものです。

今年は

子
ねどし

年   

生まれた年 年男 年女 計
明治45年
（大正元年） 5人 7人 12人

大正13年 22人 37人 59人
昭和11年 52人 73人 125人
昭和23年 57人 67人 124人
昭和35年 39人 38人 77人
昭和47年 34人 30人 64人
昭和59年 17人 20人 37人
平成8年 29人 38人 67人
合　計 255人 310人 565人

村の子年生まれの人口

※平成19年12月12日現在



　

税
源
移
譲
で
所
得
税
が
減
少
す
る

こ
と
に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額

が
所
得
税
額
を
上
回
り
、
所
得
税
か

ら
控
除
し
き
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
所
得
税
か
ら
控

除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
を
平
成
20
年

度
か
ら
28
年
度
ま
で
個
人
村
県
民
税

の
所
得
割
額
か
ら
控
除
す
る
制
度
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。（
左
図
参
照
）

　

平
成
20
年
以
降
、
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎

年
申
告
が
必
要
で
す
。

◆
対
象

　

平
成
11
年
〜
平
成
18
年
末
ま
で
に

入
居
し
た
方
で
、
税
源
移
譲
に
よ
り

所
得
税
額
が
減
少
し
、
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
額
が
所
得
税
額
を
上
回
る
場
合

◆
申
告
期
限

　
平
成
20
年
3
月
17
日
（
月
）

◆
申
告
方
法

○
確
定
申
告
を
し
な
い
方
…
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
に
平

成
19
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

を
添
付
し
村
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
確
定
申
告
を
す
る
方
…
住
宅
借
入

金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
と
確
定

申
告
書
を
合
わ
せ
て
税
務
署
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

－

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
Ｑ
＆
Ａ

－

Ｑ
１
…
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額

の
金
額
は
ど
う
決
ま
る
の
？

Ａ
１
…
「
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

額
」
は
、「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額
」

と
「
税
源
移
譲
前
の
税
率
を
用
い
て
算

個
人
村
県
民
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

対
象
と
な
る
方
は
必
ず
申
告
を
！

　
平
成
19
年
か
ら
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
所
得
税
・
個
人
村
県
民
税
（
住

民
税
）
の
負
担
割
合
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
次
の
方
は
申
告
に
よ
り
個

人
村
県
民
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
村
住
民
生
活
課
（
☎
42
２
１
１
１
内
線
２
３
１
）
ま
た

は
二
戸
税
務
署
（
☎
㉓
２
７
０
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

個
人
村
県
民
税
か
ら
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）の
創
設

所得税額
住宅ローン
控除可能額

住宅ローン
控除額　　

納付すべき
所得税額　

－ ＝

税源移譲前

⇦

所得税額
住宅ローン
控除可能額 所得税　　

住宅ローン
控除額　　

控除しきれ
なかった額

所得税額
が減少　

納付すべき
住民税額　

住民税住宅　
ローン控除額

－ ＝

➡
措
置

減
少

税源移譲後
本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額

これまで所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少

所得税から控除しきれなかった住宅ローン
控除額を翌年度の住民税（所得割）から控除

出
し
た
所
得
税
額
」

の
い
ず
れ
か
少
な
い

金
額
か
ら
「
所
得
税

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

額
」
を
差
し
引
い
た

金
額
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
２
…
ど
う
い
う
場

合
に
、
個
人
村
県
民

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
の
対
象
と
な
る

の
？

Ａ
２
…
給
与
所
得
者

の
方
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
分
給
与
所

得
の
源
泉
徴
収
票
の

摘
要
欄
に
、「
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除

可
能
額
」
が
記
載
さ

れ
、
こ
の
金
額
が
源

泉
徴
収
票
の
「
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除

の
額
」
よ
り
も
大
き

い
場
合
に
、
住
民
税

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

Ｑ
３
…
平
成
19
年
以
降
に
入
居
し
た
場

合
は
？

Ａ
３
…
「
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」

の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。
別
に
所
得
税

に
お
い
て
新
た
な
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
制

度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
二
戸
税

務
署
（
☎
㉓
２
７
０
１
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　

 

1

住宅ローン控除モデルケース
夫婦＋子供2人　給与収入700万円（住宅ローン控除可能額：27万円）の場合

税源移譲前 税　額 住宅ロー
ン控除額 負担額

所得税 263,000 263,000 0
住民税 196,000 0 196,000
合　計 459,000 263,000 196,000

税源移譲後 税　額 住宅ロー
ン控除額 負担額

所得税 165,500 165,500 0
住民税 293,500 97,500 196,000
合　計 459,000 263,000 196,000

税源移譲後 税　額 住宅ロー
ン控除額 負担額

所得税 165,500 165,500 0
住民税 293,500 0 293,500
合　計 459,000 165,500 293,500

申告しないと 申告すると

控除額が減少し、負担が増加する 住宅ローン控除額が減少しないよう
住民税（所得割）から控除します※夫婦＋子供2人の場合で子供のうち1人が特定扶養親族に

　該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※住宅ローン控除額は、一定の条件で試算した場合です。

（単位：円）
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税
源
移
譲
に
伴
い
、
所
得
税
率
の

変
更
に
よ
る
税
負
担
の
軽
減
の
影
響

は
受
け
ず
、
個
人
村
県
民
税
率
の
変

平
成
19
年
に
所
得
が
減
っ
て

所
得
税
が
非
課
税
と
な
っ
た
方

◎
個
人
村
県
民
税
の
地
震
保
険
料
控

　
除
の
創
設
（
平
成
20
年
度
か
ら
適
用
）

　

既
存
の
損
害
保
険
料
控
除
に
変
わ

り
、
地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
地
震
保
険
料
控
除
額
は
支

払
っ
た
地
震
保
険
料
の
2
分
の
1
の

額
（
上
限
2
万
５
０
０
０
円
）
で
す
。

経
過
措
置
と
し
て
平
成
18
年
12
月
31

日
ま
で
に
締
結
し
た
長
期
損
害
保
険

契
約
等
の
保
険
料
は
、
こ
れ
ま
で
の

損
害
保
険
料
控
除
（
上
限
1
万
円
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
地
震
保
険

料
控
除
と
長
期
損
害
保
険
料
控
除
を

適
用
さ
れ
る
場
合
、
控
除
額
は
合
わ

せ
て
2
万
５
０
０
０
円
が
上
限
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
短
期
損
害
保
険
料

控
除
の
適
用
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

更
に
よ
る
税
負
担
の
増
加
の
影
響
の

み
を
受
け
る
方
は
、
す
で
に
納
付
済

み
の
平
成
19
年
度
分
の
個
人
村
県
民

そ
の
他
の
税
制
改
正

2

3

◎
平
成
17
年
1
月
1
日
時
点
で

　
65
歳
以
上
で
あ
っ
た
方
へ

　

65
歳
以
上
の
方
の
非
課
税
措
置
廃

止
の
経
過
措
置
が
終
了
し
ま
す
。
こ

れ
は
65
歳
以
上
の
方
に
適
用
さ
れ
て

い
た
非
課
税
措
置
が
、
少
子
高
齢
化

が
急
速
に
進
行
す
る
中
で
、
年
齢
に

か
か
わ
ら
ず
公
平
に
税
負
担
を
分
か

ち
合
う
観
点
か
ら
、
平
成
18
年
度
課

税
分
以
降
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
急
激
な
税
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万

円
以
下
の
場
合
に
は
個
人
村
県
民
税

額
を
軽
減
す
る
措※
２
置
期
間
が
、
平
成

20
年
度
に
終
了
し
ま
す
。

※
１
…
昭
和
15
年
1
月
2
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

※
２
…
平
成
18
年
度
は
税
額
の
3
分
の
2
を
減

額
、
平
成
19
年
度
は
税
額
の
3
分
の
1
を
減
額
。

税
額
か
ら
、
税
源
移
譲
に
よ
り
増
額

と
な
っ
た
個
人
村
県
民
税
相
当
額
を

還
付
し
ま
す
。
所
得
変
動
に
伴
う
個

人
村
県
民
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

に
は
必
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

◆
申
告
期
間

　
平
成
20
年
7
月
1
日
（
火
）
か
ら

　
　
　
　
　
７
月
31
日
（
木
）
ま
で

◆
申
告
方
法

　

平
成
19
年
度
分
個
人

村
県
民
税
を
課
税
し
た

（
平
成
19
年
1
月
1
日

現
在
お
住
ま
い
の
）
市

区
町
村
へ
、「
平
成
19

年
度
分
村
県
民
税
減
額

申
告
書
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
他
の
市
区

町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た

方
は
申
告
先
を
間
違
え

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

本格的な雪のシーズンとなりまし
た。村では、この冬も安全な交通の
確保を目指し、概ね降雪10㌢をめ
どに村の除雪車６台と委託業者３台
で除雪作業に取り組んでいます。除
雪には皆さんの協力が必要です。安
全な通行を確保するため、よろしく
お願いします。
◎除雪はバス路線を優先
村では、①バス路線②学童通学路

③幹線道路④その他の道路の順番で除
雪を行います。「家の前の除雪が遅い」
との声がありますが、ご協力をお願い
します。
◎玄関先の雪処理のお願い
除雪車が通った後、家の前に雪が残

ることがあります。除雪車の能力や時
間的な問題などで、家の前の雪を取り
除くことは困難ですので、各家庭で処
理してくださるようお願いします。
◎路上駐車は除雪の障害
除雪をするとき最も障害となるの

は、路上に放置されている車両です。
路上駐車があると、除雪車が入れず後
回しになったり、場合によっては除雪
をしないことがあります。また、火災
が発生したときは消火活動の妨げにも
なります。路上駐車は絶対にしないで
ください。
◎道路に雪を出さないで
除雪をした道路に、雪が押し出され

ていることがあります。道路に押し出
された雪や氷が原因となる交通事故や
交通障害が増えています。各家庭の雪
は、敷地内で処理しましょう。
◎地域の皆さんへお願い
自宅前や身近な道路、歩道、消火栓

の周囲などは、隣近所で協力し合って
除雪するようにお願いします。また、
視界の悪い時の散歩やジョギングの
際は、黒っぽい服装を避け、目立つ色
の服を身に着けるなど安全を確保しま
しょう。
【問い合わせ先】役場農林建設課

☎ 42-2111 内線 281

除雪作業にご協力を！

所得変動のモデルケース

区分 平成18年（度） 平成19年（度）
所得税 220,000 122,500
住民税 130,000 227,500
合　計 350,000 350,000

住民税還付の仕組み

19年度
所得変動が
ない場合　

19年度
所得変動が
あった場合

18年度 住民税

住民税

住民税

所得税

所得税

所得税
非課税

平成18年中の
所得に対して課税

平成19年中の
所得に対して課税

税源移譲により増
額となった住民税
額（＝減額となっ
た所得税額）

申告により、税源移譲に
よって増額となった住民
税相当額が還付されます

夫婦　給与収入500万円の場合

区分 平成19年（度）　収入なし 差　額
税源移譲前の税率を適用 税源移譲後の税率を適用

所得税 0 0 0
住民税 130,000 227,500 97,500
合　計 130,000 227,500 97,500

還付

※
１

平成19年
の収入が減
少した場合

（単位：円）

還付
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題材は「携帯電話によるい
・ ・ ・
じめ」

村学校保健会演劇会に約240人
　村学校保健会（伊保内利一会長）では12月7日、
県立雫石高校の保健委員会をお招きし、「いじめ・自殺・
命の尊厳」と題し演劇会を開きました。
　いじめの発端は村内の中高生も所有している携帯電
話。悪口が書かれたメールが友人たちの中で飛び交い、
主人公は人間関係に悩んみ、最後は自殺未遂まで発展
するというストーリーです。時代を写し出したテーマ
だけに、会場に集まった同年代の子を持つ親をはじめ、
中高生なども真剣な表情で鑑賞していました。
　劇では「ネットによるコミュニケーションの難しさ、
危うさ」が表現され、「命の尊さ」や「死の重さ」を
教えてもらう素晴らしい演劇会でした。

華やか衣装 来場者を魅了
歳末チャリティー演芸会

九
戸
神
社
の
歴
史
を
話
す
千
葉
和
彦
さ
ん

自
ら
が
台
本
を
書
き
、
取
材
な
ど
を
重
ね
て
練
り
上
げ

た
演
劇
を
披
露
す
る
雫
石
高
校
生
徒
（H

O
Z

ホ
ー
ル
）

ふるさと九戸の紐
ひも
を解く

歴史探訪「郷土史を知る」
　11月8日から２月25日まで、5回にわたり
歴史探訪「郷土史を知る」が開かれています。
　3回目となる12月6日には九戸神社宮司の
千葉和彦さんを迎え「みちのくにおける南部の
動き」と題し、同神社由緒の概要や南部家の歴
史などが話されました。先人がたどった興味深
い郷土史を耳にして参加者たちは真剣な表情
で傾聴していました。
　今後は年明け2月7日と27日の2回開かれ
ます。（詳しくは広報くのへ10月号10㌻）

第22回歳末チャリティー演芸会（村
地域婦人団体協議会主催）は11月25日、
ＨＯＺホールで開かれ、村内の婦人会や
事業所など延べ18団体が歌や踊りを発
表し、326人の来場者を楽しませました。
出演者は息のあった歌や踊りを披露。
おそろいの衣装で熱演する姿に大きな拍

①息のあった踊りを見せた
伊保内婦人会②ステージを
盛り上げた村社会福祉協議
会の皆さん③きれいな歌声
を響かせた有限会社阿部悦
三商店の研修生④プロなら
ではの歌や踊りに大きな拍
手が送られました ④

①

手が送られました。特別出演では、歌手の久保京
子さん（キングレコード）や踊り手の美影美穂さ
んが登場。プロならではの歌声や踊りに会場は酔
いしれました。
地元企業で働く中国からの研修生13人も参加。
来場者全員に手作り餃子を振る舞うとともに、ス
テージではチャイナドレスに身を包み、ふるさと
の歌などを披露し、花を添えてくれました。
チャリティーに寄せられた収益金は、福祉向上
のために村社会福祉協議会と九戸福祉会に寄付さ
れました。（関連記事9㌻）

②③
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自分だけのほ
・ ・ ・
うきを丹念に

村老人クラブ連合会会員14人が参加

　くのへ朗読会実行委員会が主催するくのへ朗読
会は12月8日、HOZホールで開かれました。
　夏井嘉一郎実行委員長は「本格的な朗読会を見
たり、聞いたりする機会はほとんどなかったと思
います。今日はゆっくりと楽しんでください」と
あいさつしました。
　俳優の樹原ゆりさん、高橋和久さんの2人が本
を朗読。「ちいちゃんのかげおくり」や「ごんぎ
つね」などそれぞれ子供向けに読み上げました。
スクリーンには挿絵が映し出され、2人の豊かな
表現力と相まって子供たちの五感が研ぎ澄まされ
ていた様子でした。
　大人向けの朗読は作家・浅田次郎氏原作の「天
切り松闇がたり第1巻闇の花道」から。俳優2
人のプロの語りが会場を魅了していました。

　第２クリーンセンター（仮称）整備事業の地元説
明会は12月2日に開かれました。工事現場での開
催は今回が初で、一般村民や地権者など約50人が
集まる中、県やいわて県北クリーン株式会社の職員
たちが、事業概要や進捗状況などを説明しました。
　村民たちは終盤を迎えた造成工事や、今年11月
に着工された施設本体の建築現場を視察。「雇用や
稼働状況はどうなるか」「水の確保や大雨時による
排水は大丈夫か」「廃棄物の受け入れ体制はどうな
るか」などの質問が飛び交いました。
　本工事は平成21年3月に完工し、同年4月から
本格稼働される予定です。

雇用体制や災害対策に関心
第２クリーンセンター（仮称）地元説明会

スクリーンを使った高橋和久さんの朗読（枠内の写真は樹原ゆりさん）

多
く
の
村
民
が
集
ま
っ
た
地
元
説
明
会

ホ
ウ
キ
グ
サ
を
１
本
ず
つ
編
み
込
む
参
加
者

　高齢者の生きがいづくりと地域づくり活動の一
環として村老人クラブ連合会では11月27日と
28日の2日間、村総合福祉センターで、「南部
箒
ほうき

」を作り全国各地で活躍する高倉徳三郎さんを
招き「ほうき作り教室」を開きました。
　会員たちは高倉さんから種をもらい自分たちで
栽培したホウキグサを使い、一本一本丹念に編み
込んでいました。参加者たちは「昔は各家庭で作
られていたが今ではほうきを作ったことがない。
コツをつかむまで大変だが、いい勉強になります」
と作業に励んでいました。

豊かな表現力に触れる
くのへ朗読会に168人来場
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7,000人の広場

舘
村　

青
村　

病
根
を
断
つ
こ
と
成
ら
ず
山
眠
る

朝
焼
け
や
西
峯
に
残
る
冬
満
月

殊こ
と
の
外
仕
事
捗は
か
どる
冬
日
和

重
ね
着
や
少
し
気
に
な
る
胴
回
り

冬
晴
れ
や
明
神
岳
の
遥
か
ま
で

着
ぶ
く
れ
て
い
よ
よ
背
丈
の
丸
く
な
る

中
野　

硯
水　

う
ら
は
ら
な
言
葉
返
し
て
山
眠
る

片
時
雨
朝
来
て
又
来
て
夕
べ
に
も

重
ね
着
を
た
し
な
め
ら
れ
て
体
重
計

巫
女
二
人
無
口
の
ま
ま
で
落
葉
掃
き

風
鈴
の
残
さ
れ
し
ま
ま
年
つ
ま
る

冬
至
風
呂
柚
子
も
一
緒
に
溢
れ
け
り

冬
部　

雪
女　

  

安
住
の
北き

た国
の
暮
ら
し
や
冬
日
和

き
つ
ね
啼
く
里
に
住
ま
い
て
六
十
余
年

冬
日
和
弾
む
歩
巾
の
大
き
く
て

日
の
丸
の
は
た
め
く
天
皇
誕
生
日

こ
こ
だ
け
の
話
の
続
く
冬
日
向

鈴
生
り
の
豆
柿
熟
る
る
隠
れ
里

   

高
島
ふ
み
女　

牛
臭
の
漂
う
里
山
山
眠
る

風
呂
吹
や
心
せ
わ
し
き
朝
厨

近
道
に
追
分
の
碑
い
し

落
葉
道

病
み
上
り
重
ね
着
癖
の
義あ

ね姉
訪
ふ
て

年
用
意
母
の
手
際
に
無
駄
の
な
く

人
が
替
り
世
の
中
が
替
り
年
惜
し
む

田
村　

畦
畔　

病
床
の
母
の
散
髪
冬
日
和

雑
炊
は
母
の
伝
授
の
具
を
入
れ
て

入
口
は
今
を
盛
り
に
花
八
手

湯
た
ん
ぽ
や
妻
の
温
も
り
思
ひ
や
り

老
二
人
今
宵
夕
餉
は
牡
蠣
フ
ラ
イ

義 

也　

冬
日
和
カ
ラ
ス
せ
わ
し
く
厩ま

や舎
の
窓

新
雪
や
孫
に
新
語
の
ま
た
増
え
て

ト
ン
ト
ン
と
老
婆
の
つ
く
る
鍋
料
理

古
舘
や
す
お　

夫
婦
老
ふ
無
言
の
朝
飯
寒
烏

冬
日
和
マ
ン
サ
ー
ド
の
赤
い
や
に
濃
し

冬
日
和
猫
の
寝
そ
べ
る
南
ま
へ

氏
神
が
御
座
っ
て
裏
の
山
眠
る

重
ね
着
で
枕
は
五
冊
の
小
説
本

天
辺
の
星
座
へ
頻
り
に
狐
啼
く

【
訂
正
】
前
号
の
舘
村
青
村
句
（
六
句
目
）

（
誤
）---

中
句---

人
頑か
た
くな

（
正
）---

中
句---

人
頑か

た
くな

に

第237回くのへ俳句会

　

第
26
回
全
国
児
童
画
コ
ン

ク
ー
ル
（
毎
日
新
聞
社
な
ど
主

催
）
で
江
刺
家
小
学
校
5
年
生

の
野
辺
地
葵
く
ん
が
、
日
本
児

童
画
振
興
会
奨
励
賞
（
高
学
年

の
部
）
に
輝
き
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
８
月
の
二
戸
地
区

学
校
対
抗
水
泳
大
会
で
50
㍍
自

由
形
に
出
場
し
た
思
い
出
が
込

野
辺
地
葵
く
ん
（
江
小
5
年
）

全
国
児
童
画
コ
ン
で
奨
励
賞

入賞を喜ぶ野辺地葵くん（右）と作品
「地区水泳大会」を持つ千葉利夫教育長

　
第
30
回
県
高
校
総
合
文
化
祭
（
県
教
委
な
ど
主
催
）
の
美

術
・
工
芸
部
門
の
工
芸
で
宮
澤
勇
輝
く
ん
（
伊
保
内
高
校
１

年
）
の
作
品
「
両
極
一
体
」
が
特
賞
作
品
に
選
ば
れ
、
来
年

群
馬
県
で
開
か
れ
る
全
国
高
総
文
祭
に
出
展
さ
れ
ま
す
。

　
宮
澤
く
ん
は
「
例
え
ば
、
生
と
死
は
一
見
正
反
対
の
こ
と

に
感
じ
ま
す
が
、
生
が
あ
る
か
ら
死
も
あ
り
ま
す
。
物
事
は

一
体
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
た
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
大

き
な
作
品
は
初
挑
戦
で
し
た
が
、
イ
メ
ー
ジ
以
上
に
出
来
上

が
り
ま
し
た
」

と
喜
び
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

宮
澤
勇
輝
く
ん
（
伊
高
１
年
）

工
芸
で
全
国
推
薦
に

全
国
推
薦
を
受
け

た
宮
澤
く
ん
（
右

下
は
受
賞
作
）

　
本
村
出
身
で
盛
岡
市
在
住
の
高
橋
良
子
さ
ん
が
第
60
回
岩

手
日
報
体
育
賞
を
受
賞
し
、喜
び
の
声
を
伝
え
に
11
月
16
日
、

村
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。
体
育
賞
功
労
者
表
彰
は
女
性
と
し

て
は
県
内
初
の
快
挙
で
、
弓
道
の
全
国
高
体
連
な
ど
の
要
職

に
就
き
、
競
技
普
及
や
後
継
者
育
成
に
尽
く
し
、
競
技
者
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
、
伊
保
内
高
校
や
水
沢
高
校
な
ど
で
顧
問
を

務
め
ら
れ
、
雫
石
高
校
時
代
に
は
県
高
総
体
で
男
子
団
体
を

初
優
勝
に
導
き
ま
し
た
。
現
在
は
母
校
の
福
岡
高
校
に
勤
務

し
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高橋 (   　) 良子さん
岩手日報体育賞に輝く

全国高体連専門部副部長兼常任
委員などを歴任され弓道の普及
発展に努められた高橋良子さん

め
ら
れ
て
お
り
、
力
強
く
泳
ぐ
様
子

が
色
彩
豊
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

野
辺
地
く
ん
は
「
描
い
た
時
は
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
ま
で
行
く
と
は
思
わ
な

か
っ
た
の
で
入
賞
で
き
て
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。
足
の
動
き
を
出
す
た

め
に
工
夫
し
て
描
き
ま
し
た
」
と
喜

び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
幼
児
と
小

学
生
を
対
象
（
3
〜
12
歳
）
に
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
全
国
か

ら
36
万
８
４
７
３
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

旧姓
大崎
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九
戸
村
地
域
婦
人
団
体
協
議
会
か
ら
「
村
の

社
会
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
、
11
月
25
日
に
開
催
し
た
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

演
芸
会
の
益
金
の
中
か
ら
寄
付
が
届
け
ら
れ
ま

し
た
。
贈
呈
式
は

12
月
5
日
に
役

場
村
長
室
で
行
わ

れ
、
村
福
祉
協
議

会
の
渡
勝
彦
会
長

に
15
万
円
、
九
戸

福
祉
会
が
運
営
す

る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
折
爪
荘
の

野
里
典
美
所
長
に

5
万
円
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

歳末チャリティーの益金を寄付
村社会福祉協議会と九戸福祉会へ

　

11
月
13
日
に
開
か
れ
た
平
成
19
年
度
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
運
動
県
民
大
会
の
席
上
で
、

村
立
伊
保
内
小
学
校
（
横
山
健
治
校
長
＝
写
真

上
・
児
童
１
１
５
人
）
が
、
交
通
安
全
模
範
校

と
し
て
岩
手
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
る
鼓
笛
隊
パ

レ
ー
ド
（
写
真
下
）
や
自
転
車
を
対
象
と
し
た

交
通
ル
ー
ル
講
習
会
な
ど
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

社
団
法
人
岩
手
県
公
共
嘱
託
登
記
土
地
家
屋
調
査
士
協

会
（
柳
平
幸
男
理
事
長
）
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

42
型
液
晶
薄
型
テ
レ
ビ
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
村
に
対
す
る

日
ご
ろ
の
感
謝
の
気

持
ち
と
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
役
立
て
た

い
と
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
。
テ
レ
ビ
は
、

役
場
庁
舎
２
階
の
村

民
室
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

県
土
地
家
屋
調
査
士
協
会（
柳
平
理
事
長
）

役
場
に
液
晶
薄
型
テ
レ
ビ
を
寄
贈

村
キ
ン
ボ
ー
ル
大

会
は
12
月
16
月
、
村

体
育
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
部
と
親

子
の
部
に
６
チ
ー
ム

ず
つ
が
参
加
。
冬
場

の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
、
体
力
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
大
会
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。
▼
小
学
生
の
部
①
ギ
ガ
ク
ッ
パ
５
②

そ
ん
な
の
関
係
ね
ぇ
南
田
③
山
根
彦
左
エ
門
５
▼
親
子
の
部

①
ラ
ッ
キ
ー
４
②
メ
ロ
ス
③
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
３

「
オ
ム
ニ
キ
ー
ン
！
」で
体
力
づ
く
り

村
キ
ン
ボ
ー
ル
大
会
に
12
チ
ー
ム
参
加

伊保内小学校が交通安全
模範校として県知事表彰

テ
レ
ビ
を
寄
贈
し
た
柳
平
理
事
長
（
右
）

と
受
け
取
る
滝
谷
博
総
務
企
画
課
長

善
意
を
届
け
る
村
婦
協
の
日
野

澤
ト
ス
副
会
長
（
左
）
と
小
野

寺
ヱ
ネ
事
務
局
長

「オムニキーン」の掛け声が会場に
響き渡った。参加チームは昨年度
より４チーム多い12チーム

3　できることは自分でする。
　家の中で自分にできることを探
してみましょう。
4　規則正しい生活で十分な睡眠
をとる。
5　好奇心を失わない。
6　趣味や生きがいを持つ。
　むかし作ったもの、今までやり
たいと思っていたことに挑戦しよ
う。
7　たくさんの友人をもつ。
8　人に役に立つことをする。
9　毎日大きな声で笑う。
10　くよくよしない。
　この10の中のできることから
やってみませんか。
　　　　（保健師　山口　正子）

　日本の寿命は女85歳・男79
歳と長寿国になりました。健康で
長生きが必要となってきます。そ
のためには自分で介護を受けない

ように努力する。低栄養の予防を
心がける必要があります。寝たき
りなど、介護が必要になる原因と
しては、脳卒中などの生活習慣病
のほかに高齢による老年症候群の
転倒・閉じこもり・認知症・尿失
禁・低栄養・足のトラブル・口腔
機能の低下があります。

　この老年症候群の生活不具合の
早期発見・早期対処が高齢期対策
の第1歩です。自分で老化を早期
に気づき、自分でできる介護予防
の実践をしてみませんか。
　その実践方法は「いきいき元気

に暮らすために」
1　楽しく食事をする。
　１人で食べるよりはみんなで食
べるとおいしくいただけます。
2　よく歩く。
　使わない筋肉は低下します。で
きるだけ歩きましょう。常に動か
すことが老化を防ぎます。

健康長寿をめざして
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生 涯 学 習 だ よ り

　

村
地
域
読
書
会
は
、
進
路
が
決
ま
っ
た

3
年
生
の
女
子
生
徒
に
学
校
側
が
呼
び
か
け

て
行
わ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、

変へ
ん
せ
ん遷を
経
て
現
在
は
男
女
を
問
わ
ず
、
全
学

年
か
ら
約
60
人
の
応
募
が
あ
り
、
1
月
の
冬

休
み
期
間
の
2
日
間
に
、
約
20
会
場
に
出
向

い
て
小
学
生
を
中
心
と
し
た
子
供
や
、
折
爪

荘
の
入
所
者
を
相
手
に
、
宮
沢
賢
治
の
童
話

や
手
作
り
の
紙
芝
居
を
読
み
聞
か
せ
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
子
供
た
ち

と
の
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
、
小
学
生
の
こ
ろ
に

読
み
聞
か
せ
を
体
験
し
て
お
り
、
聞
か
せ
ら

れ
た
立
場
か
ら
聞
か
せ
る
立
場
で
参
加
し
、

読
書
会
を
支
え
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
こ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、平
成
12
年
に
「
子

ど
も
読
書
年
」
を
記
念
し
て
文
部
大
臣
賞
を

受
賞
し
、
平
成
16
年
度
に
地
域
や
社
会
に
貢

献
す
る
活
動
と
し
て
内
閣
府
か
ら
表
彰
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
読
書
会
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
を
目
的
と
し
て｢

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル｣

を
県
北
青
少
年
の
家
で
1
泊
2

日
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
伊
保
内
高
校
生
は
こ
の
読
書
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
と
し
て
、
各
種
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
全
員
が
自
主
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
１
月
９
日
と
10
日
の
2
日
間
、

村
内
各
会
場
で
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

受
け
継
が
れ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
」

伊
保
内
高
校
生
に
よ
る｢

九
戸
村
地
域
読
書
会｣

読
書
会
は
、
昭
和
55
年
度
に
第
1
回
目
が
始
ま
り
、
今
回
で
28
回
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

連
綿
と
し
て
引
き
継
が
れ
毎
年
の
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

①

②③

⑤

①手作りの紙芝居を読み聞か
せする高校生②総合福祉セン
ターを訪れ、施設利用者へも
読み聞かせする高校生③お兄
さん、お姉さんのお話をよく
聞く小学生④当時の地域子ど
も読書会の様子（昭和56年
２月号の広報くのへより）⑤
かるた取りやゲームなどで交
流を深める⑥学校長から文部
大臣表彰の伝達を受ける生徒
代表（平成13年1月号の広
報より）⑦⑧ボランティアス
クールの様子、地域読書会に
向けてみんなで協力し合い紙
芝居やカルタを作り上げた

④

⑥

⑦⑧



（ 11 ）

　作家としての生活を開始
したと同時に彼は走り始め
た。以来25年間にわたり
世界各地で、フルマラソン、
100キロマラソン、トライ
アスロンレースを休む事な
く走り続けてきた。走る事
は彼の生き方や書く小説に
どの様なスパイスを加えて
きたのかが見えてきます！ （文芸春秋）

　詩人、アメリカ文学者、
墨彩画家、そして近年
は｢老子｣を現代語に翻
訳し大きな支持を得てい
る加島祥造氏が日々書き
とめてきた、全てが『求
めない』で始まる本。素
敵な考え方を与えてくれ
る詩集。心地よさや違っ
た物の見方が出来、とて
も幸せな気持ちになれま
す！

（小学館）

　詩人、アメリカ文学者、
墨彩画家、そして近年
は｢老子｣を現代語に翻
訳し大きな支持を得てい
る加島祥造氏が日々書き
とめてきた、全てが『求
めない』で始まる本。素
敵な考え方を与えてくれ
る詩集。心地よさや違っ（小学館）

　『虹の橋』は原作者不
詳のまま語り継がれてき
た英語詩です。愛するペ
ットを亡くした人達が読
み心を癒され、インター
ネットを通じて世界中の
様々な言語に翻訳され広
まり続けています。本書
は『虹の橋』を絵本とし
て独自に表現し、新たな
感動が生まれました！

（宙出版）

走ることについて　
語るときに　
僕の語ること   村上　春樹　著

求めない 加島　祥造　著

虹の橋 湯川　れい子　著

ライラの冒険
黄金の羅針盤　上・下巻
フィリップ・プルマン　著

　両親を事故で亡くした
ライラは、おてんばな女
の子。彼女の周りで次々
と事件が起こる…。ライ
ラと彼女の守護精霊は、
さらわれた親友を助ける
為、世界に六つしかない
黄金の羅針盤を手に冒険
に出る―。世界の文学賞
を総なめにしたベストセ
ラーの冒険ファンタジー。

■会員数　11人
■村指定無形民族文化財　平成17年3月22日に指定
■由来　地元の言い伝えによれば、奈良時代のころ、神信者12人が
仏教徒に大和を追われ奥州へ落ち延びる途中に別れ別れになり、こ
のうちの一人、聖剛院茂衛門将が本村の江刺家、上柿政一方にわら
じを踏み入れ、付近の山伏に教えたのが九戸神楽の始まりと言われ
ています。瀬月内神楽の始まりは、1873年に桂川佐之太夫氏が江刺
家神楽に弟子入りし、一人前の神楽人となり、瀬月内の人たちに伝
えたと言われています。
　演目は権現舞や鳥舞、盆舞など。太鼓、笛、鉦、舞手で構成され
ています。現在では40代から70代までの会員11人に、小学生か
ら大学生までの25人を加えて、保存活動が行われています。

リレーメッセージ
文化団体

瀬月内神楽保存会　代表　西野　誠さん

8

（新潮社）（新潮社）

『配偶者暴力防止法』が1月11日から変わります
　保護命令制度の拡充、市町村に対する基本計画策定の
努力義務等を定めた、配偶者暴力防止法の一部改正法が、
平成19年通常国会で成立し、7月11日に公布され、平
成20年1月11日から施行されます。
○ 改正の主な内容
Ⅰ　保護命令制度の拡充
　１　生命又は身体に対する脅迫を受けた被害者に係る保護命令
　２　電話等を禁止する保護命令
　①面会の要求②行動の監視に関する事項を告げること等③著しく粗
野・乱暴な言動④無言電話、連続しての電話・ファクシミリ・電子メー
ル（緊急やむを得ない場合を除く。）⑤夜間（午後10時～午前6時）の
電話・ファクシミリ・電子メール（緊急やむを得ない場合を除く。）⑥
汚物・動物の死体等の著しく不快又は嫌悪の情を催させる物の送付等
⑦名誉を害する事項を告げること等⑧性的羞恥心を害する事項を告げ
ること等又は性的羞恥心を害する文書・図画の送付等
　３　被害者の親族等への接近禁止命令
Ⅱ 市町村基本計画の策定の努力義務
Ⅲ 配偶者暴力相談支援センターに関する改正
　１　市町村による配偶者暴力相談支援センター設置の努力義務
　２　被害者の緊急時における安全の確保を配偶者暴力相談支援セン　
　　ターの業務として明記
Ⅳ 裁判所から配偶者暴力相談支援センターへの保護命令発令の通知
　詳しくは、県環境生活部青少年・男女共同参画課（☎ 019-629-5346）へ。
また、内閣府では配偶者からの暴力被害者支援情報サイト（http://www.
gender.go.jp/e-vaw/index.htm）を開設しています。

⊗
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国民年金みんなで助け合って安心な暮らし

氏　名 担当地区名
山口　忠一 瀬月内、宇堂口
下村　キヨ 泥の木
日影　惠子 平内、妻の神
中橋　幸子 戸田上
日野澤トス 戸田下、戸田舘の下
和蛇田武志 山根
若山　秀一 荒谷
柾切澤弘明 二ツ家、鹿島、伊保内上
櫻庭　　孝 伊保内下
渡　フヂヱ 川向
小野寺ヱネ 南田
櫻庭　宏子 小倉
大崎アイ子 長興寺上、荒田
髙崎　德雄 長興寺下、大向
大崎　　茂 五枚橋、雪屋
上柿　幸子 田代、柿の木
石川　ツエ 江刺家上
細山　昭一 江刺家下、山屋
石川　トシ 道地、丸木橋
大向　信吉 細屋
上村　陛巳 全村（主任児童委員）
番澤　利子 全村（主任児童委員）
　　

民生委員
児童委員

　

民
生
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
社
会
福
祉
に
熱
意
の
あ
る

方
で
、
生
活
で
困
難
が
生
じ
た
と
き
に
い

つ
で
も
皆
さ
ん
の
身
近
に
い
る
気
軽
な
相

談
相
手
で
す
。
ま
た
、
児
童
問
題
を
専
門

的
に
助
言
・
指
導
す
る
主
任
児
童
委
員
も

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、

　
☆
生
活
に
困
っ
た
と
き 

　
☆
お
年
寄
り
・
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
・

児
童
・
ひ
と
り
親
家
庭
の
福
祉
に
関
す
る

こ
と 

　
☆
そ
の
他
生
活
上
の
悩
み
、
心
配
ご
と

な
ど
で
す
。

　

今
後
３
年
間
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

を
務
め
る
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

　

橋本　くるみちゃん
（1月 8日生まれ）

南田／徹・愛さん　長女

「これからも笑顔いっぱい

　　元気に育ってね !!」

おっとう・おっかあより

《わが家の人気者》は、満一歳の誕生日を祝福するコーナー
です。掲載を希望される方は、誕生月の１か月前までに
役場広報係（☎ 42-2111 内線 168）へご連絡ください。

小笠原伶
れ お

王くん
（1月 11 日生まれ）

荒谷／達也・絵理子さん　長男

「いつも笑顔と幸せをありがとう

　強く、やさしい子に育ってね」

　　　　お父さん・お母さんより

1歳のお誕生日おめでとうございます。

（任期:平成19年12月1日～平成22年11月30日）

　

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
持
っ
て

運
営
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
人
が
加
入
し
て
保
険
料

を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
老
後
な
ど

に
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
営
業
者
、
学
生
な
ど
は
第
1
号
被
保

険
者
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
公
務
員
は

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
す
る
と

同
時
に
第
2
号
被
保
険
者
に
、
第
2
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

は
第
3
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、
や

が
て
必
ず
訪
れ
る
長
い
老
後
の
収
入
を

国
が
約
束
し
て
く
れ
る
年
金
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得

保
障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
事
故
で

障
害
が
残
っ
た
り
、
18
歳
未
満
の
子
を

残
し
て
、
父
親
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に

も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け
な
い
人

生
の
「
万
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、
第
1
号
被
保
険
者

は
市
区
町
村
役
場
で
、
第
3
号
被
保
険

者
は
配
偶
者
の
勤
務
先
な
ど
を
経
由
し

て
行
い
ま
す
。
第
2
号
被
保
険
者
は
厚

生
年
金
保
険
な
ど
の
加
入
手
続
き
に
合

わ
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

第
1
号
被
保
険
者
と
な
る
方
は
20
歳

に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
加
入
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
で
あ
る
場
合
な
ど
、
収

入
が
少
な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免
除
と
な

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」「
保
険
料
免
除
・
一
部
納

付
（
免
除
）
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
国
民
年

金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
と
、

万
一
の
と
き
に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ

な
い
な
ど
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
役

場
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
（
☎
42

２
１
１
１
内
線
２
１
１
）
ま
た
は
二
戸

社
会
保
険
事
務
所
（
☎
㉓
４
１
１
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
成
人
の
皆
さ
ん

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う

新
成
人
の
皆
さ
ん

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
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☎

　
ご
存
じ
で
す
か
？

　
１
月
10
日
は「
一
一
〇
番
の
日
」で
す
。

「
一
一
〇
番
」
は
、
県
内
の
ど
こ
か
ら
か

け
て
も
、
盛
岡
市
に
あ
る
警
察
本
部
の

「
通
信
司
令
室
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
通
信
司
令
室
」
で
は
、
通
報
者
か

ら
の
事
件
事
故
な
ど
に
関
す
る
通
報
内

容
を
聞
き
な
が
ら
、

無
線
で
パ
ト
カ
ー

等
を
事
件
現
場
に

急
行
さ
せ
ま
す
。

《
緊
急
時 

頼
れ
る
あ
な
た
の

　
　
　
　
　
　
一
一
〇
番
！
》

昨年比

火　災 1件 （　6件） ＋　3件
救　急 20件 （241件） 　－11件

（　）内は、1月からの累計

村内の火災・救急件数　11月分

★平成18年6月1日以降に工事に着
手する新築の住宅では、「住宅用火災
警報器の設置が必要」となっています。
★既存住宅においても、平成23年5
月 31日までに、「住宅用火災警報器
を設置することが必要」となります。

住宅用火災警報器の主な設置場所

●就寝に使用する部屋に設置します
●就寝に使用する部屋がある階から下
階に通じる階段の踊り場の天井または
壁に設置します
●１つの階におよそ四畳半以上の部屋
が５つ以上ある階は廊下などにも設置
します

【
上
手
な
一
一
〇
番
の
か
け
方
】

☆
何
が
あ
っ
た
の
か
…

　
　
一
番
先
に
話
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
ど
こ
で
…
市
町
村
名
か
ら
番
地
ま
で

　
　
　
　
　
目
標
と
な
る
建
物
等

☆
い
つ
ご
ろ
か
…

　
　
「
た
っ
た
今
」と
か
「
何
分
前
」な
ど

☆
犯
人
、
相
手
は
…

　
　
人
相
、
服
装
車
の
ナ
ン
バ
ー
や
色

☆
今
、
ど
う
な
っ
て
い
る
…

　
　
事
件
事
故
の
様
子

☆
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

　
　
な
ど

『
違
法
駐
車
を
追
放
し
よ
う
！
』

　
最
近
、
村
内
の
商
店
街
等
の
路
上
で
、

一
部
の
運
転
手
に
よ
る
身
勝
手
な
違
法

駐
車
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

た
っ
た
一
台
の
違
法
駐
車
で
も
、
た

く
さ
ん
の
方
が
迷
惑
し
て
い
ま
す
。

　
違
法
駐
車
は
、

　
◆「
死
角
」を
作
り
ま
す
。

　
◆
「
渋
滞
」
の
原
因
を

作
り
ま
す
。

　
◆「
緊
急
活
動
」の
妨
害
と
な
り
ま
す
。

　

み
ん
な
で
、
安
全
な
道
路
環
境
と
街

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

村
の
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
日
数
（
11
月
末
）

4
日

○
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://　
　

　

w
w
w
.pref.iw

ate.jp/~hp0802/ 

○
携
帯
サ
イ
ト

　

http://w
w
w
.pref.

iw
ate.jp/~hp0802/
m
obile.htm

l 

○
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

村内の交通事故（11月末）
　　　（　）内は1月からの累計
 ◇人身事故 ……… 1件 （11件）
 ◇物損事故 ……… 5件 （36件）
 ◆死 亡 者 ……… 1人 （  1人）
 ◆負 傷 者 ……… 0人 （13件）
 ●飲酒運転検挙者 … 0人 （  1人）

すべての住宅に住宅用火災警報器
の設置が義務づけられます！

自
分
流
の

生
き
生
き
と
し
た
老
後
を

　
老
化
の
道
は
、
生
き
て
い
れ
ば
だ

れ
で
も
通
る
道
。
だ
か
ら
と
い
っ
て

老
化
と
年
齢
を
結
び
つ
け
、
が
ん
じ

が
ら
め
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
生
年
月
日
か
ら
数
え
る
年
齢
の
ほ

か
に
、
別
の
年
齢
が
あ
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
か
。
気
持
ち
の
若
さ
か
ら
く

る
「
心
の
年
齢
」
や
健
康
状
態
か
ら

く
る
「
体
の
年
齢
」
な
ど
、
実
年
齢

だ
け
で
な
く
「
若
さ
」
の
目
安
は
複

雑
で
す
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、「
年

齢
は
自
分
が
つ
く
る
も
の
」
と
も
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

身
近
に
い
る
高
齢
者
の
中
に
は
、

若
者
よ
り
は
る
か
に
若
々
し
い
発
想

と
柔
軟
な
考
え
方
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
行
動
力
の
あ
る
人
も
い
ま
す
。

　
生
き
る
目
的
が
あ
り
、
だ
れ
か
に

必
要
と
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
続
け
る

こ
と
が
、
と
き
め
き
の
あ
る
輝
い
た

生
活
を
可
能
に
す
る
の
で
す
。

・
意
識
し
て
体
を
動
か
す
工
夫
を
。

・
食
に
関
心
を
持
と
う
。

・
心
も
体
も
ゆ
っ
た
り
と
休
養
を
。

・
寝
た
き
り
を
予
防
（
脳
卒
中
や
骨

折
の
予
防
）
し
よ
う
。

・
脳
の
老
化
を
防
ぐ
生
き
が
い
づ
く

り
を
。

・
長
続
き
す
る
趣
味
を
見
つ
け
る
。

・
社
会
に
役
立
つ
活
動
を
し
よ
う
。

・
笑
い
と
お
し
ゃ
れ
を
忘
れ
ず
に
。

『
楽
し
く
過
ご
す
』が

若
さ
の
秘
け
つ

寝たきりゼロへの10カ条
第1条 脳卒中と骨折予防を

第２条 寝かせきりからつくられ
る過度の安静逆効果

第３条 リハビリは、早期開始が
効果的

第４条 暮らしの中で食事と排
泄、着替えから

第５条 生活にメリハリ付けて

第６条 「手は出しすぎず、目は
離さず」自立の手伝い

第７条 ベッドから車いすへ、行
動広げる機器の活用

第８条 手すり付け、段差なくし
て住まいの改善

第９条 社会参加を積極的に、皆
で防ごう閉じこもり

第10条 地域の保健・福祉サービ
スの活用
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1 月 31 日までに
村　県　民　税　　第 4期
国民健康保険税　　第 7期

を納めましょう
村税や年金保険料などの納付は口座振替が便
利です。お問い合わせは、役場内の各担当課
や預金口座のある金融機関へどうぞ。

1月の法律相談日
■期日　8日 (火 )、22日 (火 )
■時間　午前10時～午後3時
■場所　二戸市役所市民生活部生活環
境課（☎ 23-3111）　詳しくは、岩手
弁護士会 (☎ 019-623-5005）へ。

日 医　療　機　関 電　話
1 よこもり眼科クリニック 22-2230
2 千葉耳鼻咽喉科・小児科 23-2009
3 小野寺クリニック 46-2822
6 おりそ内科・循環器クリニック 22-2251
13 浄法寺診療所 38-2021
14 松井内科医院 33-2201
20 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311
27 川村医院 23-3252

診療時間：午前９時～午後５時

１月の休日
日 医　療　機　関 電　話
2 三澤歯科医院 23-2445
3 菅歯科 23-5161
6 森川歯科医院 23-6361
13 沢藤歯科医院 25-4002
14 国香歯科医院（裏小路） 23-2223
20 菅原歯科医院 27-3301
27 阿部歯科クリニック 25-4182

診療時間：午前９時～正午
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働く人の心と身体の健康相談
■日時　1月17日（木）
　午後1時～午後3時※予約不要
■会場　二戸市総合福祉センター
　　　　2階「相談室」（個別相談）
■問い合わせ先　二戸・久慈地域産業
保健センター（☎ 23-4466・二戸医師
会内）へ。費用無料で電話相談可。

物品購入等入札
参加資格の受付

　県が物品を購入したり、印刷など
を発注するために行う入札に参加す
る場合は、「物品購入等競争入札参加
資格」が必要です。
　この資格を得たい方は、次により
申請書を提出してください。

■受付期間　1月7日～1月31日

■資格の有効期限　平成20年4月1
日～平成23年3月31日

■申請書の配布・受付場所・問い合
わせ先　二戸地方振興局企画総務部
支出入札課（☎ 23-9201）

※申請書用紙はインターネットによ
るダウンロードが可能です。

立木伐採など事前
に保安林か確認を

　保安林に指定されている土地にお
いて、立木の伐採や作業道を開設す
る場合などは県の許可等が必要です。
　保安林であるか事前の確認や許可
等の手続き方法など詳しくは、二戸
地方振興局林務部（☎ 23-9204）へ。
　なお、公共工事などによる場合を
除き、他の土地に転用することはで
きませんのでご注意ください。

心配ごと無料相談
　弁護士による無料法律相談所を開設
します。相続、多重債務、離婚問題な
ど、さまざまな事案でお悩みの方はお
気軽にご相談ください。

■日時　2月7日（木）
　午後1時30分～午後4時30分

■場所　村総合福祉センター

■申込先　村社会福祉協議会 (☎
41-1200）へ。※時間の都合により予
約制ですので、申し込みはお早めに！

福祉灯油代１世帯当たり１万円を助成します
対象世帯は役場住民生活課へ申請ください

　村では今冬、原油価格高騰による石油の値上がり
を受け、暖房費用を１世帯当たり１万円（村共通商
品券）助成します。
■助成対象世帯　助成の対象は、村民税が非課税に
なっている世帯（ただし、福祉施設入所者、生活保
護世帯は除かれます。）のうち、
①65歳以上の一人暮らしの高齢者
②70歳以上の高齢者世帯
③18歳未満の児童を扶養している母子・父子世帯、児童扶養手当受給世帯
④重度身体障害者・知的障害者・精神障害者、要介護者で寝たきりの方が
同居する世帯
■申込期限　平成20年3月31日（月）
■申し込み先・問い合わせ　申し込み方法など詳しくは、村住民生活課地
域福祉班（☎ 42-2111内線201～203）へお問い合わせください。

お詫びと訂正
　先月号3㌻でお伝えした保育園・
幼稚園の募集記事で、保育園の保育時
間は午前7時30分から午後6時15
分まで、幼稚園の保育時間は午前8
時から午後3時までとなります。10
㌻の村体育協会スポーツ賞を受賞され
た「浅水洸佳さん」の氏名が間違って
いました。お詫びして訂正します。
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お知らせ・情報

1 月のごみ収集日　●問い合わせ：役場住民生活課（内線 121） リサイクル用ごみの分け方

収 集 区 域 燃えるごみ ビン・金物
（リサイクル用を分別）

空　き　缶
（リサイクル用を分別）

紙・プラスチック類
（リサイクル品のみ） 粗大ごみ ●ビ　ン…透明、茶色、その他、リサ

イクルしないビンの４種類に分ける
●空き缶…飲料用の空き缶、スプレー
缶、カセット式ボンベをひとつにする
●紙・プラスチック類…新聞紙、雑
誌、ダンボール、飲料用紙パック、ペッ
トボトル（ と表示）発泡スチロール
（食品トレーなど）の6種類に分ける

瀬月内～山根～
荒谷・二ツ家

（毎週水曜日）
9・16・23・30

（第 1月曜日）
7

（第 4火曜日）
22

（第 2木曜日）
10

（第 2火曜日）
8

鹿島～伊保内上・下
～川向・南田

（毎週木曜日）
10・17・24・31

（第 3火曜日）
15

（第 4月曜日）
28

（第 3水曜日）
16

小倉～長興寺・雪屋
～江刺家・細屋

（毎週金曜日）
4・11・18・25

（第 3月曜日）
21

（第 5火曜日）
29

（第 4木曜日）
24

　　※必ず指定日に、指定の袋で出しましょう。（朝８時 30分まで）　　

「ねんきん特別便」
が発送されます

　すべての方に年金加入履歴をお知
らせする「ねんきん特別便」の発送が
開始されます。
　未統合記録の名寄せ作業を行った
後、①記録が年金に結びつく可能性
がある方には平成20年3月までに
②その他の年金受給者の方には平成
20年4月・5月をめどに③現役加入
者の方には平成20年6月～10月を
めどに手続きが行われます。
　①名寄せの結果記録が結び付くと
思われる方及び58歳になった方に
は、58歳通知（※）で行っている方
法と同様に、返信用の「確認はがき」
及び「年金加入記録照会票」を同封
します。
　社会保険庁から送付された記録に
誤りがないと確認できた場合は「確
認はがき」を、記録の訂正が必要な
場合には「年金加入記録照会票」を
返信してください。

　なお、厚生年金被保険者について
は、｢ねんきん特別便｣を事業主経由
で送付することを検討しています。
※58歳通知…58歳になった方に、
その誕生月の翌々月に年金加入記録
および年金見込額を通知しています。
　詳しくは、「ねんきん特別便専用ダ
イヤル（☎ 0570-058-555）」へお問
い合わせください。社会保険庁ホー
ムページ（http://www.sia.go.jp/）に
も制度の概要を掲載しています。
　なお、一般の年金相談は「ねんき
んダイヤル（☎ 0570-05-1165）」へお
問い合わせください。

産業別最低賃金
が改正されます

　５つの産業について、産業別最低
賃金が平成19年 12月 22日（各種
商品小売業は平成20年2月1日）か
ら次のとおり改正されています。
▼鉄鋼業、金属線製品、その他の金
属製品製造業…時給額692円▼電気

機械、情報通信機械器具、電子部品・
デバイス製造業…同676円▼光学機
械器具・レンズ、時計・同部分品製
造業…同679円▼各種商品小売業…
同688円▼自動車小売業…同696円
　これ以外の産業については、「岩手
県最低賃金619円」が適用されます。
　最低賃金は、国が賃金の最低限度
を定める制度です。パート、臨時、
派遣、アルバイトなどを含めすべて
の労働者に最低賃金以上の賃金が支
払われなければなりません。賃金額
が最低賃金額を下回っていないかど
うかチェックしましょう。
　詳しくは、二戸労働基準監督署（☎
23-4131）へ。

障害者地域生活
を考えるシンポ

　地域で障害者の生活を考えること
を目的にシンポジウムを開きます。
参加費は無料です。

■日時　１月27日（日）
　　　　午後1時～午後4時

■場所　二戸市民文化会館

■内容　▼講演「地域であたり前の
生活を送るために」精神医療サバイ
バー広田和子氏▼パネルディスカッ
ション（予定）
　詳しくは、地域活動支援センター
のぞみ（☎ 32-2921）または二戸保健
所保健課（☎ 23-9206）へお問い合わ
せください。

ごみの出し方・ワンポイントアドバイス⑦
　次のようなものも「燃えるごみ」として出すことができます。
◆革製、ビニール製などのバッグ類
　　　　　　　　→ファスナー（チャック）などの金具はついたままでもよい。
◆金属製のボタンなどが付いた衣類
　　　　　　　　→ボタンはそのままでもよい。
◆ポテトチップスなどの容器で、底が金属製のもの
　　　　　　　　→大部分が燃える材質なら、金属の底はそのままでもよい。

九戸村公衆衛生組合連合会




